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 筆者らは，直線磁化プラズマを用いて径方向の電子温度勾配 (ETG) を形成・制御することによっ
て高周波揺動 (ETG モード: ~0.5 MHz) が励起し，ETG の増大とともに低周波揺動 (ドリフト波（DW）
モード: ~6 kHz) へエネルギー移送することを明らかにしてきた[1]．今回，径方向電場 Er を形成・制御
することによる，ETGモードと DWモード間のエネルギー移送機構の変化をバイスペクトル計測により解
析したので，その結果について報告する． 

実験では，東北大学 QT-Upgrade Machineを用いて，熱電子源の電極電位によりErを制御しながら，
ETGを形成し[2]，各揺動の成長及び非線形結合度（バイコヒーレンス）の時間発展を計測した． 

図 1 に，空間電位 φsと Er，また揺動励起・抑制因子の一つとして考えられている－ErEr”[3]の半径方
向分布を示す．ETG領域(|r|=1.2~1.8 cm)において，Erが負の場合(Er =－0.3 V/cm)に，－ErEr”=－1.1 

V2/cm4の値を，Erが正の場合(Er =1.0 V/cm)には，－ErEr”=8.5 V2/cm4の値をとることが分かった．図 2

に Er が負と正の条件において，ETG を過渡的に変化させた時（t = 0 ms，立上り時間<20 μs，|r|=1.5 

cm）の ETGモードと DWモードの揺動強度及びバイコヒーレンス強度の時間変化を示す．ETG形成直
後，ETG モードがまず成長開始し，その後 Erが負の場合において DW モードが t≃0.3 ms から成長す
ることが分かった．それに対して，Erが正の場合には DWモードはほぼ成長しなかった．また ETGモー
ドと DWモードの非線形結合度は，Erが負の場合には t≃0 ms から増大していくが，Erが正の場合には
ほぼ変化しなかった．以上の結果から，－Er-Er”が正の値を持つ際，DW モードに対して抑制効果が働
き，非線形結合度も増加せずに ETG モードから DW モードへのエネルギー移送が妨げられることが示
唆された． 
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図 1:空間電位 φs，径方向電場 Er，－ErEr”の半径

方向分布．(a) Er=－0.3 V/cm，(b) Er=1.0 V/cm． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2:(a) Er=－0.3 V/cm，(b) Er=1.0 V/cmにおける

ETG モードと DW モードの揺動強度及びバイコ

ヒーレンス強度の時間変化． 
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